
 

 

 

 

 

 

 

 

先輩校長からいただいた言葉 ～教育は、「共育」～ 

校 長  髙松 豊 

この春、私が新任校長として津川小学校に赴任した際に、阿賀町在住の先輩校長

からお手紙をいただきました。～教育は、「共育」～という素敵なメッセージです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍における学校教育の困難さを心配 

していただいていることや子どもたちの教育は、

学校だけではダメ、家庭だけではダメであり、学

校・家庭・地域が一つにならなければならないこ

とが力強く伝わってきました。「共育」を今年度

からスタートした「津川小コミュニティスクール」

の合言葉にして頑張ります。 

 

〒959-4402 阿賀町津川３２３４ Ｒ３.９.８  №６ 

この度のコロナ対応の様子から「人間形成への授業づくり」が少し面倒になっていくよう

に感じています。「オンライン」による通信手段がクローズアップされ、学校や企業への導入

も急速に進んでいます。画面を通しての意見交換という状況の中で、学校が「授業の中で人間

形成を図る」といってもやりにくくなるように思います。 

少し前までは学校の存在感は大きかったように思います。私が小学生の頃、育ててくれた

祖母は「先生、おらいの野郎が言うごどを聞がねば、ぶん殴っても構わねがら本気になって怒

ってくんちゃい！」なんていうやり取りがあった事を今でも覚えています。それだけ学校が

地域から信頼されていたのではないかと思います。教育には、学校や家庭の信頼感を取り戻

す努力が必要だと思うのです。 

もう一つは、子どものしつけと責任は親にあると言われていましたし、学力面は学校に委

ねられていましたが、親になれば、先生になれば本当に子どもを教育できるようになるので

しょうか。また、大学を出て教師の資格を得れば「先生」になれるのでしょうか。結婚して子

どもができれば「親」になれるのでしょうか。一人一人は微力でも、みんなで知慧を出し合

い、協力し合って、一つ一つの事柄に対処すべく関わり合いながら、助けてもらいながら、よ

り望ましい姿を求め合う意識こそが必要な事ではないかと思っています。このことを私は、



全国学力・学習状況調査の結果について 

５月 27日に実施された全国学力・学習状況調査の結果ですが、津川小学校の 6年

生の状況は下記のようになりました。 

 国語は全国平均より下回っています。思考力・判断力・表現力の「読むこと」の

理解が不十分なようです。問題形式では、記述による回答に弱さが見られました。 

算数も全国平均より少し下回っています。「数と計算」及び「データの活用」能力

が不足している傾向がみられます。また、国語と同様に答えを自分の言葉で記述し

て答えることが不十分でした。 

学力の調査と同時に行われたアンケートにおいて、「いじめはどんな理由があって

もいけないことだと思いますか。」という問いに対して、「そう思う」と答えた児童

は津川小学校では 100％でした。県平均は 88％、全国平均は 84％なので、津川小の

6年生は、全員が正しい考えをもっていることが分かりました。 

学習への意識も含め、分析した結果を今後の教育活動に生かしていきます。 

 

◎２学期の行事の変更を追加します！ 

  ９月 

 

 

 

 

 

 

お知らせ 

 

◎２学期から級外職員として 茂野健太郎 先生が着任しました。各
学年の様々な学習を担当します。よろしくお願いします。 

 

 

  ２学期より津川小学校で勤務することにな
りました。子どもたちが明るく元気に過ごせ
るように、精一杯頑張りたいと思います。どう
ぞよろしくお願いいたします。 
〈趣 味〉…………将棋（初段） 
〈好きな食べ物〉…カレーライス 

 

３０日（木）・町小学校演劇鑑賞会→９月末まで人流を抑えるために中止とします。 

４日（土）５日（日）・町科学作品展→10 月中の休日に開催予定です。（後日連絡） 


